
専門科目履修モデル４「言語コースで日本語について研究する」 

学年 １年次 単位 ２年次 単位 ３年次 単位 ４年次 単位 取得単位 卒業必要単位数 

必修科目 大学での国語力 ２ 日本言語史Ａ・Ｂ ４   卒業論文 ８ ３０単位 ３０単位 

日本文芸学概論Ａ・Ｂ ４ 日本文法論Ａ・Ｂ ４     

日本言語学概論Ａ・Ｂ ４ 日本文芸史ⅠＡ・Ｂ ４     

選択必修

科目 

ゼミ   ゼミナールＡ・Ｂ ４ ゼミナールＡ・Ｂ ４   ８単位 ８単位 合計３８単位以上 

特講 (８)言語Ａ・Ｂ ４ (８)言語Ｃ・Ｄ ４ (14)沖縄文芸Ｃ・Ｄ ４   ２０単位 ２０単位以上

３６単位以下   (12)詩歌Ａ・Ｂ ４ (15)日本学Ａ・Ｂ ４   

  (14)沖縄文芸Ａ・Ｂ ４     

選択科目 ゼミナール入門  社会言語学（★英文） ２ 日本言語学特殊研究Ａ・Ｂ ４   ２２単位  

言語学概論Ａ・Ｂ（★英文） ４ 言語学講義ⅠＡ・Ｂ（★英文） ４ 言語学講義ⅡＡ・Ｂ（★英文） ４   

  言語心理学（★心理） ２ 言語心理学特講（★心理） ２   

        

自由科目 データサイエンス入門Ａ・Ｂ ４ データサイエンス応用基礎Ｂ ２     ６単位★ ８単位以上  

コメント 「日本文芸学概論」と「日本言語学概

論」は、３年次までに履修しないと４

年次に進級できない、基礎的・包括的

な科目です。秋に行われるゼミ選抜の

ためにも、１年次のうちに履修しまし

ょう。選択必修科目の「特講」は、「(8)

言語Ａ・Ｂ」を１年次で履修しておき

ましょう。また、古語についての知識

も日本語を研究する上で大変役に立つ

ので、比較的なじみのある近世あたり

を履修してもよいかもしれません。も

っと本格的な古語を学びたいなら中世

や中古を履修するのもよいでしょう。 

「データサイエンス」系の授業は、言

語学が客観的に数値化することが多い

学問だという理由もありますが、文系

理系を問わず現代人の必須知識ですか

ら是非履修しておくべきです。 

２年次からは、選択必修科目の「ゼミナ

ール」が始まります。言語コースに所属す

ると、「日本文芸史ⅠＡ・Ｂ」以外に「日

本言語史Ａ・Ｂ」と「日本文法論Ａ・Ｂ」

が２年次からの必修科目となります。履修

しないと卒業できない科目なので、２年次

のうちに履修しておきましょう。 

選択必修科目の「特講」については、日

本語と他の言語との比較対照を中心内容と

する「(8)言語Ｃ・Ｄ」は欠かせません。間

宮夜ゼミの場合は沖縄文芸や中世あたり

を、現代日本語を中心に研究したい人は、

創造的な言葉遣いに通じる詩歌などが面白

いかもしれません。「古文・漢文の基礎」

も、文法研究には役立ちますよ。 

選択科目では、他学科が設置しているも

のを積極的に履修しましょう。自分に合っ

た卒業論文のテーマに出会えるチャンスだ

と思ってください。 

３年次は、ゼミナールでの学習も２

年目となるため、後輩の２年生を指導

することも期待されます。そのために

は、視野を広げつつ、さらに深く学ぶ

ようにしましょう。特講は、自分の興

味にあったものを履修すればよいでし

ょう。それよりも選択必修です。「日

本言語学特殊研究」だけでなく、他学

科が設置している科目を積極的に履修

し、より深く掘り下げた知識を身につ

けるとよいでしょう。 

４年次は、卒業論文に取り組みま

す。研究の進捗状況を定期的に指導教

員へ報告するだけでなく、積極的にア

ポイントをとって面談してもらい、ア

ドヴァイスを受けるようにして下さ

い。卒論は、これまで培った調査力・

思考力・表現力などを結集する、学業

の総決算です。卒論の作成によって、

８単位を取得することになります。

（３年次末の時点で、ゼミナールの単

位が０の場合は、４年次に進級するこ

とはできません。）４年次までに、卒

業に必要な単位を満たしていれば、４

年次には、学んでおきたい科目を比較

的自由に履修できます。 

日文科の専門科目では、上に挙げた必修科目と選

択必修科目、選択科目以外に自由科目を８単位以

上履修する必要がありますが、取得単位で注意し

なくてはならないのは総単位数です。必修科目や

選択必修科目等の必要単位数を満たしていても、

総単位数で卒業必要単位数を満たしていないこと

があります。「〜単位以上」となっている科目に

気をつけて、とくに４年次には必要単位数だけで

なく、総単位数に注意して履修してください。 

（★は、必要単位から２単位分不足していますの

で、各自で好きな科目を履修して８単位以上取得

してください。） 

※ 学部専門科目は、1，2年次の履修上限が42単位です。ここに記載されている2年次の科目をすべて2年次のうちに履修できるとは限りません。上限に達する場合には、3年次に履修してください。 

※ 選択科目の「言語学講義ⅡＡ・Ｂ」や「言語心理学特講」は、他科目との兼ね合いで表中では3年次に入れてあるだけで、実際には2年次でも履修できます。興味がある人は履修してください。 

 


